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広　報�広　報�広　報� 主 な 記 事�
市民課南部サービスコーナー開く 2面�
市教委パート登録者など募集　 2・3面�
2月8日に市民駅伝 4面�
美しくする会の会員募る 4面�
市内各地で「とんど」 4面�

DDDDD DDDDD

�京田辺市ホームページ�　http://www.kyotanabe.jp

広報きょうたなべは、古紙配合率100％
再生紙と大豆油インクを使用しています

男  28，808人（+50）�

平成16年1月1日現在　（　）は前月との比較�

市の人口�市の人口�

女  29，748人（+94）�
合計  58，556人（+144）

世帯数  21，606世帯（+81）�

防
火
へ
志
気
高
め
るこ

れ
は
、
市
内
の
消
防
関

係
機
関
な
ど
が
一
同
に
会

し
、
志
気
の
高
揚
と
防
火
防

災
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
新

年
の
行
事
で
す
。

消
防
団
員
や
消
防
署
職

員
・
自
衛
消
防
隊
員
ら
の
分

列
行
進
、
久
村
哲
市
長
と
柳

田
正
廣
消
防
団
長
に
よ
る
閲

団
や
機
械
器
具
点
検
の
ほ

か
、
優
良
消
防
団
員
の
表
彰

や
一
斉
放
水
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
消
防
訓
練
で
は
、
消

防
署
職
員
が
車
両
２
台
を
使

っ
て
交
通
事
故
を
想
定
し
た

「新春甘南備山初登り」が1月3日に行われ、約800人
が山頂を目指して歩きました。
毎年恒例の初登りも今回で40回目。今年は天候にも
恵まれ、例年より暖かい日差しのなか、参加者のみなさ
んは朝早くから京田辺駅・薪小学校を出発。子どもから
お年寄りまでたくさんの人が元気に甘南備山を登りまし
た。
山頂に到着したみなさんは、互いに新年のあいさつを
し、甘南備神社でお参りをした後、全員で「京田辺市の
歌」を合唱。新年に向けて決意を新たにしていました。

１
月
１１
日
に
消
防
出
初
め

式
が
田
辺
公
園
多
目
的
運
動

救
助
・
救
急
訓
練
や
訓
練
塔

を
設
置
し
て
の
中
高
層
火
災

を
想
定
し
た
消
火
訓
練
な
ど

消
防
力
を
最
大
限
に
活
用
し

た
各
種
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。（消

防
出
初
め
式
で
の
表

彰
者
は
２
面
に
掲
載
し
て
い

ま
す
）

元
気
い
っ
ぱ
い
に
甘
南
備
山
を
登
る
み
な
さ
ん

甘南備山初登り 山頂目指し800人
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出
初
め
式広

場
で
、
消
防
関
係
者
ら
約

３
２
０
人
と
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
な
ど
３７
台
が
集
ま
っ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

市民の安全を守る�市民の安全を守る�

市民の安全を守る�市民の安全を守る�市民の安全を守る�

一
斉
放
水
や
消
防
訓
練
な
ど

中高層火災を想定しての訓練を行う消防署職員

分
列
行
進
を
す
る
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
（
写
真
㊨
）。
一
斉
放
水
を
行
い
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
（
田
辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場
）
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（

聴
課
（
�
６４
・
１
３
２
０

１
３
２
０
）
へ
）
へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ�

★中央図書館・北部分室（北部住民センター内）・
中部分室（中部住民センター内）で借りられた
本も、移動図書館で返すことができます。�
★貸出券は中央図書館・北部分室・中部分室で共
通して使えます。�
★その場で貸出券をお作りしますのでお気軽にご
利用ください。�

�新興戸�

興 戸 �
水 取 �

普賢寺�

多々羅�
天 王 �
高 船 �

打 田 �
松 井 �

健康村�

�

出垣内�
宮ノ口�
江 津 �
山 本 �

高 木 �
南山東�

飯 岡 �

3：40～4：10

4：20～4：50

3：00～3：30
3：40～4：10

4：20～4：50
3：00～3：30
3：40～4：10

4：20～4：50
2：40～3：10

3：30～4：00

2：20～2：50
3：00～3：30
3：40～4：10
4：20～4：50

3：00～3：30

3：40～4：10

4：20～4：50

新興戸田中建設北50m
興戸公民館西200m
水取公民館横�
普賢寺公民館前�
多々羅公民館西側空地�
天王バス停前�
高船農産加工センター前�
打田公民館前�
松井児童公園北東50m

三山木小学校北側空地�
白山神社横�
江津公民館前�
山本出荷場精米所前�
高木公民館前�
南山児童公園�
飯岡バス停前�

火

曜

日

�

水

曜

日

�

木

曜

日

�

お

知

ら

せ

�

健康村公民館前�

3�
17

13��
25

4�
18

12�
26

10�
24

5�
19�
�

巡回日�曜日�地区名� 巡回時間�駐車場所�

�

2月の移動図書館『かんなび号』巡回表� あ
な
た
に
は
小
さ
い
こ

ろ
、
誰
か
に
絵
本
を
読
ん
で

も
ら
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま

す
か
？
。

子
ど
も
た
ち
の
読
書
ば
な

れ
の
不
安
か
ら
、
読
み
聞
か

せ
の
大
切
さ
が
再
認
識
さ

れ
、
現
在
そ
の
活
動
は
徐
々

に
広
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
ざ
読
ん
で
あ

げ
よ
う
と
思
っ
て
も
、
ど
ん

な
本
を
選
ん
だ
ら
い
い
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
時
に
は
、

こ
の
本
を
参
考
に
し
て
み
て

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館＝�65－2500

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

は
い
か
が

で
し
ょ

う
。
懐
か

し
い
絵
本

か
ら
最
近

出
版
さ
れ

た
絵
本
ま

で
１
０
１

冊
の
あ
ら

す
じ
と
、

読
み
聞
か

せ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

絵
本
は
子
ど
も
た
ち
だ
け

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

読
み
聞
か
せ
の
ヒ
ン
ト
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
本
か

ら
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の

一
冊
を
探
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

「
こ
ど
も
が
よ
ろ
こ
ぶ
！

読
み
聞
か
せ
絵
本

１
０
１
冊
ガ
イ
ド
」

西
本
鶏
介
／
著
　
講
談
社

国
際
高
等
研
究
所
が

講
演
会
な
ど
を
開
く

国
際
高
等
研
究
所
は
、
講

演
会
な
ど
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
①
２
月
２１
日

午

後
２
時
〜
４
時
②
３
月
４
日

午
後
１
時
３０
分
〜
５
時
③

３
月
１３
日

午
後
１
時
〜
７

時
場
所
＝
国
際
高
等
研
究
所

（
木
津
町
）

内
容
・
テ
ー
マ
＝
①
公
開

講
演
会
・
「
お
経
は
読
め
る

か
？
漢
訳
仏
典
を
読
む
試

み
」
②
公
開
講
演
会
・
「
も

の
づ
く
り
に
お
け
る
ス
キ
ル

の
技
術
化
」
の
新
機
軸
を
探

る
③
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
「
東
西

の
恋
愛
文
化
」

定
員
＝
そ
れ
ぞ
れ
先
着
１

２
０
人

受
講
料
＝
無
料

申
込
方
法
＝
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
・
は
が
き
の
い
ず
れ
か

教
育
委
員
会
は
、
平
成
１６

年
度
の
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
・

パ
ー
ト
職
員
お
よ
び
臨
時
職

員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま

す
。い

ず
れ
の
職
種
も
地
方
公

務
員
法
第
１６
条
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

【
幼
稚
園
教
諭
】

市
は
、
視
覚
障
害
者
を
対

象
に
音
声
ソ
フ
ト
を
使
っ
た

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
き
ま

す
。１

講
座
だ
け
の
受
講
も
で

き
ま
す
。

【
第
１
講
座
】

開
催
日
・
時
間
＝
▼
２
月

４
日

午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
３０
分
▼
２
月
５
日

・

同
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
の
使
い

方
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧

【
第
２
講
座
】

開
催
日
・
時
間
＝
▼
２
月

２４
日

午
後
１
時
３０
分
〜

優
良
消
防
団
員
を
表
彰

平
成
１６
年
消
防
出
初
式
で

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
団
員

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
敬
称
略
】

【
府
消
防
協
会
長
表
彰
】

◎
勤
功
章
…
吉
村
敏
和

（
薪
）
◎
精
績
章
…
▼
片
岡

勉
（
興
戸
）
▼
和
田
忠
幸

（
西
八
）
◎
精
勤
賞
…
▼
中

川
陽
司
（
山
崎
）
▼
井
辻
重

浩
（
天
王
）
▼
中
井
孝
司

（
同
）
▼
城
治
輝
（
多
々
羅
）

▼
錦
秀
徳
（
同
）

【
綴
喜
市
町
連
絡
協
議
会

長
表
彰
】

市
町
連
絡
会
長
章
…
▼
中

川
陽
司
（
山
崎
）
▼
西
村
忠

浩
（
河
原
）
▼
前
田
辰
夫

（
府
営
）
▼
森
島
寿
夫
（
水

取
）
▼
井
辻
重
浩
（
天
王
）

▼
北
村
光
弘
（
興
戸
）
▼
中

川
雅
寛
（
二
又
）

【
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部

長
表
彰
】

綴
喜
支
部
長
章
…
▼
前
川

貴
利
（
松
井
）
▼
喜
多
英
公

北
部
住
民
セ
ン
タ
ー
で

お
茶
会
を
開
き
ま
す

桃
竹
茶
道
会
は
、
お
茶
会

（
後
援
＝
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー
）
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
２
月
１
日

午
前

９
時
３０
分
〜
午
後
３
時

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー問

合
せ
先
＝
北
部
住
民
セ

ン
タ
ー（

６３
・
７
９
５
５
）

募集する職種および応募資格�

�または�のいずれかに該当する人�

幼稚園教諭�

留守家庭児童会�
指導員�

図書館�
業務補助�

用務員�

給食調理師�

昭和19年4月2日以降に生まれた人�

昭和19年4月2日以降に生まれた学校教育法による大学（短期大学を除く）以上
を卒業した人（平成16年3月末日までに卒業見込みの人を含む）で考古学もし
くは歴史学を専攻し、かつ学芸員の資格を有し発掘調査業務の経験を有する人�

昭和19年4月2日以降に生まれた児童の健全育成に熱意を有する人�

昭和19年4月2日以降に生まれた幼稚園教諭免許を有する人�

プール監視員� 昭和19年4月2日以降に生まれた水泳ができる人�

応 募 資 格 �

�昭和19年4月2日以降に生まれた司書または司書補の資格を有する人�
�昭和19年4月2日以降に生まれた図書館業務の経験を有する人�

�昭和19年4月2日以降に生まれた学校教育法による大学（短期大学を除
く）以上を卒業した人（平成16年3月末日までに卒業見込みの人を含む）
で考古学もしくは歴史学を専攻し発掘調査業務の経験を有する人�
�学校教育法による大学院に在籍し、考古学もしくは歴史学を専攻して
いる学生で発掘調査業務の経験を有する人�

�学校教育法による大学（短期大学を除く）に在籍し、考古学もしくは歴
史学を専攻の学生または卒業した人で昭和19年4月2日以降に生まれた人�
�昭和19年4月2日以降に生まれた発掘調査業務の経験を有する人�

職　　　種�

調査補助員�
調査作業員�
整理補助員�

調査指導者�

調査補佐員�

発
　
　
掘
　
　
調
　
　
査�

野外活動�
指導員�

野外活動経験者または野外活動に熱意を有する人�

昭和19年4月2日以降に生まれた調理師免許を有する人�

勤
務
内
容
＝
幼
稚
園
で
園

児
の
保
育
業
務

【
留
守
家
庭
児
童
会
指
導

員
】勤

務
内
容
＝
小
学
校
の
放

課
後
な
ど
の
留
守
家
庭
児
童

の
保
育
業
務

勤
務
時
間
＝
▼
土
曜
日
・

小
学
校
の
夏
休
み
な
ど
の
平

日
…
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

６
時
▼
小
学
校
の
夏
休
み
前

な
ど
の
短
縮
授
業
の
期
間
…

授
業
終
了
後
〜
午
後
６
時

【
発
掘
調
査
調
査
指
導
者
】

勤
務
内
容
＝
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
事
務
、
発
掘
調
査

現
場
で
の
指
導
業
務

【
発
掘
調
査
調
査
補
佐
員
】

勤
務
内
容
＝
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
事
務
、
発
掘
調
査

現
場
で
調
査
員
の
指
示
に
よ

る
調
査
の
補
佐
業
務

【
発
掘
調
査
調
査
補
助

員
・
発
掘
調
査
調
査
作
業

員
・
発
掘
調
査
整
理
補
助

員
】勤

務
内
容
＝
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
事
務
、
発
掘
調
査

現
場
で
調
査
員
の
指
示
に
よ

る
調
査
補
助
・
整
理
業
務

【
図
書
館
業
務
補
助
】

勤
務
内
容
＝
図
書
館
業
務

の
補
助
業
務

勤
務
日
＝
土
・
日
曜
日
お

よ
び
小
・
中
学
校
の
夏
休
み

な
ど
の
期
間

勤
務
時
間
＝
▼
土
・
日
曜

日
…
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
▼
小
・
中
学
校
夏

休
み
期
間
の
平
日
…
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
６
時
１５
分

【
プ
ー
ル
監
視
員
】

勤
務
内
容
＝
プ
ー
ル
利
用

者
の
安
全
監
視
な
ど
の
業
務

【
野
外
活
動
指
導
員
】

勤
務
内
容
＝
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
利
用
者
へ
の
活
動
指

導
、
ク
ラ
フ
ト
指
導
、
セ
ン

タ
ー
内
の
清
掃
な
ど
の
業
務

【
給
食
調
理
師
】

勤
務
内
容
＝
学
校
給
食
の

調
理
業
務

【
用
務
員
】

勤
務
内
容
＝
小
・
中
学
校

ま
た
は
幼
稚
園
で
の
施
設
維

持
管
理
な
ど
の
業
務

【
応
募
資
格
】

右
表
の
と
お
り

【
申
込
方
法
】

教
育
総
務
課
に
備
え

付
け
ま
た
は
、
教
育
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kyotan

abe.ed.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
資
格
が
証

明
で
き
る
も
の
を
添
え
て
、

同
課
へ
本
人
が
持
参
し
て
く

だ
さ
い

【
申
込
書
受
付
期
間
】

１
月
１６
日

〜
３０
日

。

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除

き
ま
す

【
申
込
書
受
付
時
間
】

午
前
８
時
３０
分
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時

【
受
付
・
問
合
せ
先
】

教
育
総
務
課
（

６４
・
１

３
９
１
）

アルバイト・パート・臨時職員�

登録者を募集します�登録者を募集します�

（
薪
）
▼
宮
崎
剛
（
普
賢
寺
）

▼
山
本
氏
教
（
興
戸
）
▼
奥

川
長
希
（
高
船
）
▼
末
常
拡

司
（
松
井
ケ
丘
）
▼
木
村
清

和
（
薪
）
▼
谷
吉
政
一
（
府

営
）
▼
古
川
正
治
（
山
本
）

▼
里
村
淳
二
（
興
戸
）
▼
北

尾
眞
造
（
興
戸
）
▼
山
岡
泰

弘
（
宮
ノ
口
）
▼
久
里
修
作

（
南
山
西
）
▼
中
林
茂
和

（
天
王
）
▼
中
島
勇
樹
（
同
）

▼
森
島
孝
司
（
水
取
）
▼
大

村
和
広
（
同
）

【
市
長
表
彰
】

◎
永
年
勤
続
功
労
章
…
▼

白
石
敏
幸
（
松
井
ケ
丘
）
▼

北
川
禎
大
（
田
辺
）
▼
山
田

博
之
（
南
山
東
）
▼
中
冨
学

郎
（
天
王
）
▼
北
尾
卓
也

（
田
辺
）
▼
長
井
一
晃
（
河

原
）
▼
片
岡
泰
博
（
興
戸
）

▼
中
川
喜
貴
（
高
船
）
▼
中

林
茂
和
（
天
王
）
▼
菱
田
拓

司
（
多
々
羅
）
▼
大
西
尚
樹

（
同
）
◎
功
績
章
…
▼
喜
多

英
公
（
薪
）
▼
宮
崎
剛
（
普

賢
寺
）
▼
守
本
謙
二
（
西
八
）

▼
市
川
久
司
（
健
康
村
）
▼

小
田
啓
之
（
東
林
）
▼
北
川

禎
大
（
田
辺
）
▼
中
冨
学
郎

（
天
王
）
▼
北
尾
卓
也
（
田

辺
）
▼
長
井
一
晃
（
河
原
）

▼
古
川
正
治
（
山
本
）
▼
片

岡
泰
博
（
興
戸
）
▼
山
岡
泰

弘
（
宮
ノ
口
）
▼
中
川
喜
貴

（
高
船
）
▼
堀
井
厚
志
（
普

賢
寺
）
▼
大
西
尚
樹
（
多
々

羅
）【消

防
団
長
表
彰
】

団
長
章
…
▼
柏
原
浩
志

（
高
木
）
▼
井
内
秀
行
（
宮

ノ
口
）
▼
佐
野
博
明
（
南
山

西
）
▼
岡
本
祐
治
（
岡
村
）

▼
吉
川
雄
一
（
南
山
東
）
▼

古
川
正
治
（
山
本
）
▼
井
上

健
司
（
山
崎
）
▼
市
村
友
一

（
南
山
西
）
▼
樺
井
豊
（
西

八
）
▼
吉
田
新
治
（
同
）
▼

山
村
隆
幸
（
岡
村
）
▼
西
原

孝
一
（
大
住
ケ
丘
）
▼
久
村

浩
（
薪
）
▼
井
辻
靖
之
（
同
）

▼
村
山
和
弘
（
同
）
▼
中
川

博
（
山
本
）
▼
中
林
茂
和

（
天
王
）
▼
藤
林
義
広
（
水

取
）
▼
田
中
毅
（
多
々
羅
）

の
方
法
で
、
参
加
希
望
内
容

（
①
２
月
２１
日
公
開
講
演
会

②
ス
キ
ル
公
開
講
演
会
③
東

西
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
と
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
フ

ァ
ク
ス
番
号
・
参
加
希
望
人

数
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
国
際

３
時
３０
分
▼
２
月
２５
日

午
前
１０
時
〜
正
午

内
容
＝
▼
パ
ソ
コ
ン
の
基

礎
と
文
書
入
力
▼
電
子
メ
ー

ル
の
送
受
信

【
場
所
】

中
央
公
民
館

【
対
象
者
】

市
内
に
在
住
す
る
視
覚
に

障
害
の
あ
る
人

【
定
員
】

ぞ
れ
ぞ
れ
先
着
３
人

【
受
講
料
】

無
料

【
し
め
き
り
】

１
月
３１
日

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

府
視
覚
障
害
者
協
会
京
田

辺
支
部
長
　
岡
井
（

６５
・

３
０
４
５
）

使
い
方
か
ら
メ
ー
ル
ま
で

使
い
方
か
ら
メ
ー
ル
ま
で�

使
い
方
か
ら
メ
ー
ル
ま
で

使
い
方
か
ら
メ
ー
ル
ま
で�

使
い
方
か
ら
メ
ー
ル
ま
で�

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

視
覚
障
害
者
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
教
室

受け付けは16日から30日まで

教
育
委
員
会

訂
正
と
お
詫
び

広
報
き
ょ
う
た
な
べ
１
月

１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

「
市
税
の
納
付
」
の
記
事
の

中
で
、税
目
と
そ
の
期
数
は
、

「
市
府
民
税
…
第
４
期
」
・

「
国
民
健
康
保
険
税
…
第
８

期
」
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。

高
等
研
究
所
（
〒
６
１
９
・

０
２
２
５
相
楽
郡
木
津
町
木

津
川
台
９
・
３
、

７３
・
４

０
０
１
、
７３
・
４
０
０
５
）

音
楽
連
盟
が

コ
ン
サ
ー
ト

文
化
協
会
所
属
の
京

田
辺
音
楽
連
盟
は
、

「joyful.concert

Ⅳ
」（
後

援
＝
教
育
委
員
会
）
を
開
き

ま
す
。

日
時
＝
１
月
２５
日

午
後

２
時
か
ら

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー出

演
＝
ム
ジ
ー
ク
・
ク
ラ

イ
ン
室
内
合
奏
団

参
加
協
力
券
＝
▼
前
売
券

…
５
０
０
円
▼
当
日
券
…
７

０
０
円

問
合
せ
先
＝
京
田
辺
音
楽

連
盟
▼
羽
馬
（

６３
・
３
４

５
２
）
▼
奥
村
（

６３
・
３

６
８
１
）

広 報 き ょ う た な べ ＜ 2 ＞

なやみごと（人権・行政）相談�なやみごと（人権・行政）相談�
時と場所�

毎月 第２水曜日（市役所会議室または�
　　　　　　　　  中央公民館会議室）�
 　第４水曜日（北部住民センター�

   　　　　　　　　または三山木福祉会館）�
いずれも午後１時３０分～４時�

祝日はありません�

？�
？�

？
�

相談は無料で、秘密は固く守ります。�
お気軽にお越しください。�

問合せ先＝人権啓発課（�62-4343）�

相
続
登
記
の
無
料
相
談

京
都
司
法
書
士
会
は
、
相

続
登
記
の
無
料
法
律
相
談

（
後
援
＝
市
）
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
２
月
７
日

午
後

平
成
１５
年
１２
月
５
日
の
市

議
会
定
例
会
で
、
北
川
重
夫

さ
ん
（
７８
）
＝
田
辺
稲
葉
と

井
上
孟
さ
ん
（
６７
）
＝
松
井

書
き
損
じ
は
が
き
で

小
学
校
就
学
を
援
助

社
会
福
祉
協
議
会
に
所
属

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

２９
日
か
ら
希
望
者
に

電
子
証
明
書
を
交
付

市
は
、
１
月
２９
日

か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通

じ
て
電
子
申
請
を
す
る
時
に

必
要
と
な
る「
電
子
証
明
書
」

を
希
望
さ
れ
る
人
に
交
付
し

ま
す
。

電
子
証
明
書
と
は
、
利
用

者
本
人
の
氏
名
・
性
別
・
生

年
月
日
・
住
所
が
正
し
い
情

報
で
あ
る
こ
と
を
都
道
府
県

知
事
が
証
明
す
る
も
の
で
、

利
用
者
本
人
の
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
に
そ
の
内
容
を
記

憶
さ
せ
ま
す
。

今
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
通
じ
て
行
政
機
関
な

ど
へ
の
各
種
電
子
申
請
を
行

都
市
計
画
審
議
会

市
は
、
都
市
計
画
審
議
会

を
開
き
ま
す
。

同
審
議
会
は
今
回
の
会
議

か
ら
原
則
公
開
と
な
り
、
傍

聴
が
で
き
ま
す
。

日
時
＝
１
月
２１
日

午
前

１０
時
か
ら

場
所
＝
市
役
所
全
員
協
議

会
室審

議
案
件
＝
▼
同
志
社
京

田
辺
校
地
に
お
け
る
都
市
計

市
は
、
２
月
２
日

「
市
民
課
南
部
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
」
を
三
山
木
福
祉

会
館
に
開
き
ま
す
。

同
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
住
民
票
や
印
鑑

登
録
証
明
書
な
ど
の
証
明
発

行
の
利
便
を
図
る
た
め
開
設

す
る
も
の
で
、
市
内
で
２
つ

目
の
市
民
課
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

２
月
２
日
に
オ
ー
プ
ン

２
月
２
日
に
オ
ー
プ
ン�
２
月
２
日
に
オ
ー
プ
ン

２
月
２
日
に
オ
ー
プ
ン�
２
月
２
日
に
オ
ー
プ
ン�

ナ
ー
で
す
。

市
民
課
南
部
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
場

所
＝
三
山
木
福
祉
会

館
内
（

６２
・
０
５

７
１
）

取
扱
業
務
＝
▼
住

民
票
（
除
票
）
の
写

し
の
交
付
▼
年
金
の

受
給
に
係
る
現
況
届

け
書
の
証
明
を
含

む
、
住
民
票
記
載
事

項
証
明
書
の
交
付
▼

住
所
な
ど
の
変
更
証

明
書
の
交
付
▼
印
鑑
登
録
証

明
書
の
交
付
▼
戸
籍
の
全
部

ま
た
は
個
人
事
項
証
明
書
な

ら
び
に
謄
本
ま
た
は
抄
本
の

交
付
▼
除
籍（
改
製
原
戸
籍
）

の
全
部
ま
た
は
個
人
事
項
証

明
書
な
ら
び
に
謄
本
ま
た
は

抄
本
の
交
付
▼
戸
籍
の
附
票

の
写
し
の
交
付
▼
身
分
証
明

書
の
交
付
▼
外
国
人
登
録
原

票
記
載
事
項
証
明
書
の
交
付

な
お
、
次
の
業
務
は
市
民

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
住
民
登
録
の
異
動
▼
戸

籍
の
届
出
▼
印
鑑
の
登
録
▼

画
の
見
直
し
に
つ
い
て
▼
風

営
法
改
正
等
に
伴
う
地
区
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

傍
聴
方
法
＝
１
月
２１
日

午
前
９
時
３０
分
ま
で
に
市
役

所
３
０
５
会
議
室
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い

定
員
＝
１０
人
。
定
員
を
超

え
た
時
は
抽
選
し
ま
す

く
わ
し
く
は
、
都
市
計
画

課
（

６４
・
１
３
４
８
）
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

里
ケ
市
の
２
氏
が
自
治
功
労

者
に
決
ま
り
ま
し
た
。

北
川
氏
は
田
辺
町
農
業
委

員
会
委
員
や
田
辺
地
区
特
定

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

な
ど
と
し
て
、
井
上
氏
は
松

ル
「
ゆ
う
ゆ
う
」
は
、
ラ
オ

ス
の
子
ど
も
た
ち
の
小
学
校

就
学
を
支
援
す
る
た
め
に

「
書
き
損
じ
は
が
き
・
年
賀

状
」
を
集
め
て
い
ま
す
。

回
収
箱
は
、
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
や
市
役
所
な
ど
に
あ

り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
協

議
会
（

６２
・
２
２
２
２
）

三
山
木
福
祉
会
館
に

住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
発
行

自
治
功
労
者
に
北
川
・
井
上
両
氏

行
政
委
員
な
ど
で
尽
力

臨
時
運
行
許
可
の
業
務
▼
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行

な
ど取

扱
日
＝
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
毎

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

う
時
は
、「
電
子
証
明
書
」

を
添
付
す
る
こ
と
で
本
人
か

ら
の
申
請
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
市
民
課
（

６４
・
１
３
３
０
）

１
時
〜
５
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

問
合
せ
先
＝
京
都
司
法
書

士
会
（

０
７
５
・
２
４

１
・
２
６
６
６
）

井
財
産
区
管
理
委
員
や
田
辺

町
農
業
共
済
事
業
損
害
評
価

員
な
ど
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

長
年
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

日
取
扱
時
間
＝
午
前
８
時
３０

分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５

時
問
合
せ
先
＝
市
民
課
（

６４
・
１
３
３
０
）

市
民
課
南
部
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

市
民
課
南
部
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー�
市
民
課
南
部
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー�

市民課南部�
サービスコーナー�
（三山木福祉会館内）�

市民課南部�
サービスコーナー�
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水
泳
上
達
の

コ
ツ
を
伝
授

田
辺
公
園
プ
ー
ル
は
、
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
を
開

き
ま
す
。

社
会
体
育
協
会
と
教
育
委

員
会
は
、
市
民
駅
伝
大
会
を

開
き
ま
す
。

開
催
日
＝
２
月
８
日

山
城
地
域
の
１７
市
町
村
で

構
成
す
る
山
城
人
権
啓
発
協

議
会
は
、
人
権
啓
発
市
民
講

座
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
２
月
２８
日

午
後

１
時
か
ら
と
午
後
４
時
か
ら

場
所
＝
京
田
辺
市
商
工
会

館
内
容
＝
映
画「
ひ
っ
と
べ
」

（
楽
し
い
落
語
を
聞
き
な
が

ら
高
齢
者
問
題
を
ち
ょ
っ
と

考
え
さ
せ
る
笑
い
と
涙
の
ヒ

前
（
３
・
７

）
▼
第
５
区

…
同
事
業
所
前→

水
取
池
ケ

谷
（
折
り
返
し
）→

観
音
寺

駐
車
場
前
（
１
・
８

）
▼

第
６
区
…
同
駐
車
場
前→

田

辺
公
園
野
球
場（
２
・
７

）

参
加
資
格
＝
宇
治
市
以
南

に
在
住
す
る
中
学
生
以
上
の

人
１
チ
ー
ム
人
員
＝
６
人
以

上
チ
ー
ム
部
門
＝
▼
一
般
の

部
…
学
生
は
２
人
以
内
で
男

女
混
成
も
可
▼
女
子
の
部
…

女
子
の
み
で
編
成
▼
学
生
の

部
…
中
学
生
・
高
校
生
・
大

学
生
で
編
成
し
、
一
般
・
男

女
混
成
も
可

参
加
費
（
１
チ
ー
ム
）
＝

２
千
円

説
明
会
日
時
・
場
所
＝
１

月
３０
日

午
後
７
時
３０
分
か

ら
・
田
辺
中
央
体
育
館

申
込
方
法
＝
電
話
ま
た
は

田
辺
中
央
体
育
館
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、
社
会
体
育
課
へ
持

参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
の
い

ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
電
子
メ
ー
ル
で
の
申

し
込
み
も
で
き
ま
す
。
件
名

に
「
駅
伝
申
込
希
望
」
と
打

っ
た
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く

だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１
月
２７
日

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社

会
体
育
課
（
〒
６
１
０
・

０
３
３
１
京
田
辺
市
田
辺

丸
山
１９
、
田
辺
中
央
体
育

館
内
、

６２
・
１
５
０

１
、

６２
・
１
５
３
４
、

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sports@
kyotanabe.jp

）

「私たちのまちは、私たちで
美しく」を趣旨に活動する、
わがまち“京たなべ”を美し
くする会は、平成16年度の会
員を募集します。
日々の暮らしを一層潤いの
あるものとするため、私たち
自らがごみを拾い、草刈りな
どをし、美しいふるさとを次
の世代に引き継いでいきまし
ょう。
多くのみなさんのご入会を

お待ちしています。
会費（一口・年額）＝▼個
人…300円▼団体…3000円以上
申込方法＝区・自治会やわ
がまち“京たなべ”を美しく
する会事務局へ申し込んでく
ださい
しめきり＝3月31日
申込・問合せ先＝わがまち

“京たなべ”を美しくする会事
務局（総務課内、 64-1326）

人
権
の
市
民
講
座

ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
）

参
加
費
＝
無
料

定
員
＝
そ
れ
ぞ
れ
先
着
１

２
月
７
日
に
山
城

人
権
フ
ェ
ス
タ

日
時
＝
２
月
７
日

午
前

１０
時
〜
午
後
３
時
３０
分

場
所
＝
山
城
町
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー

内
容
＝
▼
紙
ふ
う
せ
ん

開
催
日
＝
３
月
５
日

・

１２
日

・
２９
日

レ
ッ
ス
ン
開
始
時
間
＝
▼

５
日
…
午
後
２
時
・
午
後
２

時
２５
分
・
午
後
２
時
５０
分
▼

１２
・
２９
日
…
午
前
１０
時
・
午

前
１０
時
２５
分
・
午
前
１０
時
５０

分
レ
ッ
ス
ン
時
間
＝
２０
分
間

対
象
＝
１８
歳
以
上
の
人

定
員
＝
各
時
間
帯
そ
れ
ぞ

れ
先
着
１
人

費
用
＝
無
料

申
込
方
法
＝
田
辺
公
園

プ
ー
ル
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
同
プ
ー
ル
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

申
込
期
間
＝
受
講
希
望
日

の
１
か
月
前
か
ら
２
日
前
ま

で
申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺

公
園
プ
ー
ル
（

６５
・
３
１

１
３
）

５
４
人

申
込
方
法
＝
人
権
啓
発
課

に
入
場
整
理
券
を
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
＝
人
権
啓
発
課

（

６４
・
１
３
３
６
）

商
工
会
館
で
映
画
を
上
映

み
ん
な
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う

６
人
１
チ
ー
ム
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

私たちできれいなまちを�
京たなべを美しくする会会員募集

次
の
世
代
に
美
し
い
ふ
る
さ
と
を
引
き
継
い
で
い
き

ま
し
ょ
う
（
昨
年
の
花
住
坂
で
の
市
民
一
斉
清
掃
）

ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
▼
イ
ー
デ

ス
・
ハ
ン
ソ
ン
さ
ん
講
演
会

▼
模
擬
店
・
物
産
展
な
ど

参
加
費
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
山
城
人
権
啓

発
協
議
会
事
務
局
（
木
津
町

人
権
啓
発
課
内
、

７２
・
０

５
０
１
）

ス
タ
ー
ト
＝
松
井
ケ
丘
小

学
校ゴ

ー
ル
＝
田
辺
公
園
野
球

場

区
間
・
距
離
＝
６
区
間
・

１７
・
８

ス
タ
ー
ト
時
間
＝
▼
女
子

の
部
…
午
前
９
時
４５
分
▼
一

般
の
部
・
学
生
の
部
…
午
前

１０
時コ

ー
ス
＝
▼
第
１
区
…
松

井
ケ
丘
小
学
校→

京
都
社
会

保
険
労
務
士
事
務
所
（
３
・

５

）
▼
第
２
区
…
同
事
務

所→

田
辺
中
央
体
育
館

（
２
・
６

）
▼
第
３
区
…

同
体
育
館→

観
音
寺
橋

（
３
・
５

）
▼
第
４
区
…

同
橋→

Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ

田
辺
南
支
店
普
賢
寺
事
業
所

お
正
月
に
使
っ
た
門
松
や

し
め
縄
な
ど
集
め
て
燃
や
す

「
と
ん
ど
」
が
、
市
内
各
地

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
と
ん
ど
」
は
「
左
義
長
」

と
も
呼
ば
れ
、
新
し
い
年
を

健
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

願
う
伝
統
行
事
。

１
月
８
日
に
大
住
小
学
校

で
行
わ
れ
た
「
と
ん
ど
」
に

は
児
童
ら
約
４
０
０
人
が
集

合
。
竹
や
わ
ら
を
使
い
、
地

域
の
人
た
ち
の
手
で
高
さ
約

７

の
「
と
ん
ど
」
が
作
ら

れ
、
中
に
は
「
お
正
月
」
や

「
元
気
い
っ
ぱ
い
」
な
ど
と

書
か
れ
た
児
童
の
書
き
初
め

も
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

雪
が
ち
ら
つ
く
な
か
、
児

童
の
手
で
「
と
ん
ど
」
に
火

が
入
れ
ら
れ
る
と
、
大
き
な

拍
手
と
歓
声
が
。
時
折
竹
の

割
れ
る
音
に
驚
き
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
は
「
ワ
ァ
ー
」

「
キ
ャ
ー
」
と
叫
び
、
燃
え

上
が
る
「
と
ん
ど
」
を
見
守

っ
て
い
ま
し
た
。

１
年
間
の
無
事
を
祈
り
市
内
各
地
で

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

２
月
２８
日

2月8日

火の入った「とんど」を見守る児童ら（大住小学校グラウンド）


